
（４） ２００４．１０．１１

市
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

２００４．１０．１１ （５）

□問
 

納
税
課
11
７
２
４
・
２
１
２
０

　

小
山
町
馬
場
土
地
区
画
整
理
組
合
及

び
小
山
町
田
端
土
地
区
画
整
理
組
合
の

事
業
計
画
変
更
の
関
係
図
書
を
ご
覧

（
縦
覧
）
い
た
だ
け
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　
　

月　

日
〜　

日

１０

１３

２６

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
縦
覧
場
所　

区
画
整
理
課
（
木
曽

町
）

□問
 

区
画
整
理
課
11
７
９
２
・
３
７
７
１

小
山
町
馬
場
土
地
区
画
整
理
組
合
及
び

小
山
町
田
端
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事

業
計
画
変
更
の
関
係
図
書

ご

覧

下

さ

い

末
、
Ｓ
子
さ
ん
か
ら
花
の
写
真
と
感
動

で
つ
づ
っ
た
手
紙
が
届
い
た
。

　

「
毎
日
朝
か
ら
見
て
い
た
が
だ
め
で

し
た
。
午
後
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
み
る

と
、
鉢
に
青
紫
色
の
花
が
開
い
て
い
た

の
で
す
。
初
め
て
見
た
花
！
一
セ
ン
チ

ほ
ど
の
小
さ
な
可
愛
い
花
で
す
。
横
か

ら
見
る
と
口
を
開
い
た
タ
ヌ
キ
の
よ
う

に
見
え
る
の
で
す
。
朝
寝
坊
の
タ
ヌ
キ

は
午
後
の 
陽  
射 
し
に
開
き
、
夕
方
薄
暗

ひ 

ざ

く
な
る
と
も
う
閉
じ
て
寝
て
し
ま
う
の

で
す
。
」
こ
の
観
察
眼
の
鋭
さ
に
私
も

感
動
。
今
、
そ
の
孫
や
ひ
孫
た
ち
が
、

鶴
川
団
地
の
「
き
つ
ね
く
ぼ
緑
地
」
に

ひ
っ
そ
り
と
生
き
て
い
る
。

（
大
蔵
町
・
中
野
進
）

　

私
が
町
田
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
タ
ヌ
キ
が
住
宅
地
に
出
没
す
る
話

は
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
車

に
ひ
き
殺
さ
れ
た
も
の
も
何
頭
か
い

る
。
と
こ
ろ
が
最
近
さ
っ
ぱ
り
見
掛
け

な
く
な
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
は
、
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
ば
か

り
で
は
な
い
。
そ
の
名
も
タ
ヌ
キ
の
名

前
の
付
い
た
タ
ヌ
キ
マ
メ
と
い
う
植
物

も
、
い
つ
し
か
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
日
当
た
り
の
よ
い
草
地
や
丘
陵
地

に
自
生
し
て
い
た
が
、
多
摩
丘
陵
で
は

一
九
八
〇
年
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
絶
滅
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

幸
い
に
し
て
、
谷
戸
山
を
調
査
し
て

い
た
ら
、
そ
の
タ
ヌ
キ
に
偶
然
出
会
う

こ
と
が
で
き
た
。 （

そ
の　

）
２６０

タ

ヌ

キ

マ

メ

　

タ
ヌ
キ
マ
メ
は
マ
メ
科
の
一
年
草
。

背
丈
は
二
〇
〜
七
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
。

七
〜
九
月
に
青
ま
た
は
青
紫
の
花
を
付

け
る
。
マ
メ
科
は
普
通
複
葉
で
あ
る

が
、
タ
ヌ
キ
マ
メ
は
細
長
い
葉
一
枚
ず

つ
互
生
に
付
け
る
変
わ
り
物
。
花
が
咲

き
終
わ
っ
た
後
、
黄
褐
色
の
長
い
毛
で

覆
わ
れ
た 
萼 
は
さ
ら
に
一
セ
ン
チ
ほ
ど

が
く

伸
び
、
果
実
（
豆
果
）
を
包
む
。
こ
の

毛
む
し
ゃ
ら
の
膨
ら
ん
だ
果
実
の

形
が
い
か
に
も
タ
ヌ
キ
に
そ
っ
く

り
な
の
で
あ
る
。

　

あ
る
会
合
の
席
で
、
こ
の
希
少

植
物
の
保
護
と
再
生
に
つ
い
て
話

し
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ひ
育
て
て
み
た

い
と
い
う
申
し
込
み
が
大
勢
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
年
の
九
月

丘
陵
か
ら
消
え
た
タ
ヌ
キ

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
及
び
住
宅

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
及
び

住
宅
改
修
助
成
を

行

い

ま

す

改
修
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助

成
】

○
対
象
住
宅　

昭
和　

年
５
月　

日
以

５６

３１

前
の
建
築
確
認
を
得
て
建
築
さ
れ
た
２

階
建
て
以
下
の
戸
建
て
住
宅

○
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す

る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し
た
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方

〈
耐
震
診
断
〉

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
診
断
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

１０

〈
耐
震
改
修
〉

○
助
成
対
象　

①
町
田
市
木
造
住
宅
耐

震
診
断
助
成
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
耐

震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
０
・
７

未
満
と
診
断
さ
れ
た
も
の
②
耐
震
改
修

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
後
の
耐

震
診
断
の
総
合
評
点
が
１
・
０
以
上
に

な
る
と
判
断
で
き
る
こ
と

○
助
成
金
の
交
付
額　

耐
震
改
修
に
要

し
た
経
費
に
２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

５０

【
住
宅
改
修
助
成
】

○
対
象
住
宅　

自
己
の
居
住
の
用
に
供

す
る
専
用
部
分
で
戸
建
て
住
宅
と
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン

○
対
象
者　

助
成
対
象
住
宅
を
所
有
す

る
市
民
で
、
既
に
納
期
の
経
過
し
た
市

税
を
完
納
し
て
い
る
方

○
助
成
対
象
工
事　

①
屋
根
の
過
半
を

葺
き
替
え
る
等
の
耐
久
性
向
上
改
修
工

事
②
段
差
解
消
等
の
加
齢
対
応
型
住
宅

改
修
工
事
③
親
子
等
直
系
親
族
の
二
世

帯
が
住
む
た
め
に
居
室
・
ト
イ
レ
等
を

設
置
す
る
二
世
帯
住
宅
改
修
工
事
④
化

学
物
質
を
使
用
し
な
い
内
装
材
へ
の
張

り
替
え
や
断
熱
材
使
用
に
よ
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
の
環
境
共
生
住
宅
改
修
工
事

（
助
成
対
象
工
事
の
詳
細
は
、
建
設
部

住
宅
課
に
相
談
し
て
下
さ
い
）

○
助
成
対
象
と
な
る
改
修
工
事
費　

消

費
税
を
含
ま
な
い　

万
円
以
上

４０

○
助
成
金
の
交
付
額　

住
宅
改
修
に
要

し
た
経
費
に
１
０
０
分
の
５
を
乗
じ
て

得
た
額
と
し
、　

万
円
を
限
度
と
し
ま

１０

す
。

※
申
し
込
み
前
に
、
事
前
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
改
修
工
事
の
着
手
前

に
行
っ
て
下
さ
い
。
着
手
ま
た
は
完
了

後
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。

○
受
付
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）

□問
 

住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３
０

受
け
付
け
ま
す

　

２
０
０
５
年
度
以
降
に
市
が
発
注
す

る
す
べ
て
の
契
約
の
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
、
都
内
区
市
町
村
が

共
同
で
構
築
す
る
電
子
自
治
体
（
東
京

電
子
自
治
体
共
同
運
営
）
に
参
加
し
、

入
札
情
報
提
供
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
、
入
札
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
行
う
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
申

請
と
は
異
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
事
業

者
の
み
な
さ
ん
へ
↓
入
札
・
契
約
↓
契

約
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※
事
前
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
確
認
下

さ
い
。

○
受
付
期
間　
　

月
１
日
〜　

日

１２

２８

□問
 

契
約
課
11
７
２
４
・
２
５
２
３

２
０
０
５
年
度
以
降
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請

催

し

【
①
２
０
０
４
年
度
自
主
男
女
共
生
学

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

級
公
開
研
修
会
】

　

公
民
館
で
は
現
在　

の
学
級
が
自
主

１４

男
女
共
生
学
級
と
し
て
学
習
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

２００４年度自主男女共生学級公開研修会日程表
講　　師内　　容期　　日

弁護士・日本女性
法律家協会副会長

志田なや子氏
女性と法律１０月３０日（土）

フェリス女子学院
大学文学部教授

諸橋泰樹氏

「婦人」から「女性」へ
－時代の流れから「ジェンダー」

「男女共同参画」を視る－
１１月５日（金）

“人間と性”
教育研究所所長
高柳美知子氏

“生と性”私の大切なもの
（性教育とは何か、

そして、その必要性とは）
１１月１２日（金）

【
②
市
民
講
座
「
情
報
の
海
を
泳
ぐ

・
み
ん
な
の
メ
デ
ィ
ア
大
研
究
」
】

　

真
実
を
見
抜
き
、
情
報
の
洪
水
を

上
手
に
泳
ぐ
方
法
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
講
師　

立
教
大
学
社
会
学
部
教
授
・

服
部
孝
章
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

みんなのメディア大研究日程表
内　　　容期　　日

ペンは剣より強いのか
～メディア規制の現状～１１月１３日（土）

真実は作られる？
　　　メディアリテラシーとは
～情報操作、戦争、災害、

犯罪報道と編集、メディアと政治～

１１月２７日（土）

人権と報道
～表現の自由、プライヴァシー、差別と報道～１２月１８日（土）

情報発信者になるには
～インターネット、地域メディアの可能性～

２００５年
１月１５日（土）

【
③
市
民
講
座
「
暮
ら
し
の
中
の
安
全

学
Ⅱ
」
】

　

こ
の
講
座
で
は
、
最
近
の
事
例
を

も
と
に
、
各
界
の
専
門
家
に
暮
ら
し
の

中
の
安
全
に
つ
い
て
の
知
識
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
す
。
自
分
の
身
の
回
り
の

安
全
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
、

③
は　

月
３
日
午
後
５
時
ま
で
に
ま
ち

１１

だ
中
央
公
民
館
（
11
７
２
８
・
０
０
７

１
）
へ
。

暮らしの中の安全学Ⅱ日程表
内　　　容期　　日

災害から身を守る１１月４日（木）

犯罪の被害に遭わないために１１月１１日（木）
交通事故を起こさないための
心がけ１１月１８日（木）

あなたのお財布
大丈夫ですか１１月２５日（木）

ミクロの恐怖　感染症の現状１２月２日（木）
そんな使い方でいいの!?
製品安全の知識１２月９日（木）

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
道
路
に
関

す
る
相
談
の
中
で
は
、
生
活
に
密
着
し

た
道
路
（
生
活
道
路
）
に
関
す
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
抜
け
道
を
探
し
て
迷
い

込
ん
で
く
る
自
動
車
に
つ
い
て
の
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
の
例

と
し
て
は
、
「
通
り
抜
け
で
き
な
い
道

路
に
迷
い
込
ん
で
き
て
、
狭
い
と
こ
ろ

で
切
り
返
し
を
す
る
車
が
多
く
危
険
を

感
じ
る
」
「
抜
け
道
と
し
て
利
用
す
る

車
が
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
の
で
危

険
だ
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
道
路
の
幅
員
や
歩
行
者
等
の
道

路
環
境
の
条
件
か
ら
、
一
歩
間
違
え
る

と
重
大
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
、
安
全
で
快
適
な
生
活
道
路

環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
「
こ
の
先
行
き
止
ま
り
」
や
「
こ
の

先
車
両
の
通
り
抜
け
は
で
き
ま
せ
ん
」

な
ど
の
案
内
看
板
に
注
意
し
て
運
転

し
、
誤
っ
て
進
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
行
き
止
ま
り
道
路
や
、
車
両
が
通
り

抜
け
で
き
な
い
道
路
に
誤
っ
て
進
入
し

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
歩
行
者
等
に
対

し
て
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安
全
を
心

が
け
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
事
故
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
特
に
生
活
道
路
で

は
、
歩
行
者
と
の
接
触
の
お
そ
れ
が
あ

り
危
険
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も

は
、
運
転
者
の
視
界
に
入
ら
な
い
場
合

も
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

　

花
の
香
り
漂
う
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
市
と
「
町
田
市
花
と
み
ど

り
の
会
」
共
催
に
よ
る
第　

回
「
秋
の

６４

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
９
月

　

日
に
行
わ
れ
、
ふ
よ
う
病
院
グ
ル
ー

１７プ
ホ
ー
ム
あ
お
ぞ
ら
中
庭
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
隊
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
３
０
９
団
体
の
中
か
ら
花
壇

の
総
合
美
、
デ
ザ
イ
ン
、
草
花
の
生
育

状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
、
努
力

賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】
ふ
よ
う
病
院
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
あ
お
ぞ
ら
中
庭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊【
優
秀
賞
】
鶴
川
第
２
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
成
瀬
西
楽
成
会
、
武
蔵
岡
中
学
校

【
優
良
賞
】
本
町
田
住
宅
花
と
み
ど
り

の
会
、
南
つ
く
し
野
幸
城
ク
ラ
ブ
、
高

北
自
治
会
花
の
会
、
せ
ん
げ
ん
フ
ラ
ワ

ー
、
コ
ー
プ
と
う
き
ょ
う
コ
ー
プ
ガ
ー

デ
ン
、
き
き
ょ
う
保
育
園
、
南
つ
く
し

野

こ

う

ま
、
つ
く

し
野
貝
が

ら
公
園
花

と
み
ど
り

の
会
、
忠

生
自
然
第

３

ク

ラ

ブ
、
お
花

の
会
秋
桜
、
神
閣
寺
公
園
花
と
み
ど
り

の
会
、
南
つ
く
し
野
つ
ば
き
グ
ル
ー

プ
、
大
戸
小
学
校
、
忠
生
中
学
校

【
努
力
賞
】
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
木

曽
、
南
大
谷
の
ぞ
み
会
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ

ブ
、
南
つ
く
し
野
１
丁
目
側
す
ず
か
け

大
通
り
グ
ル
ー
プ
、
す
ず
か
け
大
通
り

４
丁
目
、
丸
山
団
地
「
ふ
れ
あ
い
花

壇
」
運
営
サ
ー
ク
ル
、
森
野
３
丁
目
自

治
会
、
町
田
自
然
幼
稚
園
、
薬
師
中
学

校
環
境
委
員
会
、
町
田
第
４
小
学
校
、

町
田
第
１
中
学
校

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
２

安
全
で
快
適
な
生
活
道
路
環
境
を

守
り
ま
し
ょ
う

料

理

教

室

【
和
の
食
材
（
穀
類
・
い
も
類
・
豆

類
）
を
用
い
て
菓
子
作
り
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
１
時

１０

２８

　

分
〜
４
時

３０○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

管
理
栄
養
士
・
榎
本
芙
美
子

氏○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
午
前
９
時
か

１０

１２

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
有

り
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
の

際
、
お
申
し
出
下
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

成
年
後
見
講
演
会

【
成
年
後
見
制
度
を
知
る
】

　

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
者
の

財
産
管
理
と
身
上
監
護
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
知
的
障
が
い
者
の
後
見
人
を
経
験

し
て
い
る
司
法
書
士
の
方
が
話
し
ま

す
。
会
場
で
質
問
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
。

○
対
象　

講
演
の
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ

る
方

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前　

時

１０

２６

１０

〜　

時　

分
（
午
前
９
時　

分
か
ら
受

１１

４０

３０

付
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　

１
８
０
人

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

町
田
市
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

管

理

セ

ミ

ナ

ー

【
元
気
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
】

○
対
象　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

員
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
関
係
者
等

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
１
時

１０

２４

　

分
〜
５
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

員
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
事
例
発

表
と
情
報
交
換

○
定
員　

１
５
０
人

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ
ブ

【
☆
お
た
の
し
み
☆
プ
ラ
グ
ラ
ム
の

お
知
ら
せ
】

○
期
日　
　

月　

日
（
火
）

１０

２６

○
会
場　

木
曽
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
都

営
木
曽
森
野
Ｂ－

２
号
棟
）

□問
 

木
曽
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
11
７
３
９
・

０
９
９
５
、
町
田
市
学
童
保
育
公
社
11

７
２
０
・
２
１
９
１

【
親
子
遊
び
・
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ
ブ

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
】

　

お
友
達
や
親
子
で
自
由
に
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
毎
回
最
後
に
、
お
は
な

し
・
工
作
等
が
あ
り
ま
す
。

○
会
場
・
期
日　

鶴
川
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
（
鶴
川
三
小
内
）
、
森
野
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
（
町
田
四
小
内
）
＝
毎
週
木
曜

日
▽
本
町
田
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
本
町

田
小
内
）
＝
毎
週
金
曜
日
▽
木
曽
学
童

保
育
ク
ラ
ブ
（
都
営
木
曽
森
野
Ｂ－

２

号
棟
）
＝
毎
週
火
曜
日

※
開
放
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

鶴
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
11
７
３
４
・

０
４
２
９
、
森
野
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
11

７
２
６
・
２
４
４
８
、
本
町
田
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
11
７
２
２
・
０
８
１
５
、
木

曽
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
11
７
３
９
・
０
９

９
５

◇

○
対
象　

保
護
者
同
伴
の
乳
幼
児

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分
（
午

１０

１１

３０

後
０
時　

分
ま
で
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と

４５

し
て
場
所
を
提
供
し
ま
す
）

※
☆
お
た
の
し
み
☆
プ
ラ
グ
ラ
ム
は
午

前　

時
か
ら
で
す
。

１１
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

児
童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８

２ 　

戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
出
生
子
の
名
に
用
い
る

こ
と
の
で
き
る
文
字
に
４
８
８
字

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
一
覧
表
は

市
民
課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
申
し

出
下
さ
い
。

□問
 

市
民
課
11
７
２
４
・
２
８
６
５

　

国
や
公
社
・
公
団
等
が
行
っ
て
い
る

仕
事
で
、
「
苦
情
や
要
望
を
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
「
苦

情
を
言
い
た
い
が
直
接
で
は
言
い
に
く

い
」
…
こ
ん
な
時
は
、
行
政
相
談
委
員

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
と
市
民
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
総
務
大
臣
か
ら
委

託
さ
れ
た
民
間
の
有
識
者
で
、
身
近
な

と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

【
一
日
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
】

　

総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所
で

は
、
「
行
政
相
談
週
間
」
中
の
行
事
と

し
て
、
「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。
同
相
談
所
は
、
各
行
政

機
関
や
行
政
相
談
委
員
が
一
堂
に
会

し
、
国
の
仕
事
な
ど
に
関
す
る
苦
情
・

要
望
等
の
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
前　

時

１０

２０

１０

〜
午
後
４
時

○
会
場　

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
八
重
洲
地
下
街

「
メ
イ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
」

○
相
談
内
容　

年
金
、
保
険
、
国
税
、

登
記
、
道
路
、
郵
便
、
旅
客
運
輸
関
係

な
ど

【
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相
談
】

○
日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日
の
午
後
１

時　

分
〜
４
時

３０
○
会
場　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

※
こ
の
ほ
か
、
東
京
行
政
評
価
事
務
所

の
「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」
（
11
０
５

７
０
・
０
９
０
１
１
０
、
6　

・
５
３

０３

３
１
・
１
７
６
１
）
で
も
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

□問
 

市
民
相
談
室
11
７
２
４
・
２
１
０
２

行政相談委員

電話番号氏　名

11７２９・３２６０天 野 厚 市

11７９５・２４５２土 屋 明 子

11７３５・０８５６新 倉 孝 之

11７８９・４２４８加 賀 谷 貞 子

11７７２・２８８８阿 部 孝 之

11７２１・６５６１藤 井 眞 理 子

出
演町

田
フ
ィ
ル
・
バ
ッ
ハ
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル

太
田
文
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
町
田
シ
テ

ィ
ー
・
オ
ペ
ラ
協
会
会
員
）

石
井
麗
衣
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）

【
予
定
曲
目
】

　

Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
「
カ
ン
タ
ー
タ
第

２
０
２
番
」
、
「
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ

協
奏
曲
第
５
番
」
ほ
か

　

月　

日
（
土
）

１１

１３

午
後
２
時
開
演

○
会
場　

な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

（
定
員
１
３
０
人
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
ご
入
場

い
た
だ
け
ま
す
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
町
田

１０

１３

３０

市
民
ホ
ー
ル
、
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン

タ
ー
で
入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

（
入
場
無
料
）
】

　

演
歌
・
歌
謡
曲
を
中
心
と
し
た
カ
ラ

オ
ケ
講
座
番
組
で
、
全
国
の
カ
ラ
オ
ケ

・
フ
ァ
ン
を
対
象
に
カ
ラ
オ
ケ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
や
作
詞
、
作
曲
家
に
よ
る

ゲ
ス
ト
講
師
が
、
カ
ラ
オ
ケ
指
導
を
楽

し
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

月　

日
（
月
）

１０

２５

午
後
７
時
開
演

○
司
会　

夏
木
ゆ
た
か
・
住
吉
美
紀
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー

○
講
師　

聖
川
湧
・
田
尾
将
実

○
ゲ
ス
ト　

五
木
ひ
ろ
し
・
香
西
か
お

り　

ほ
か

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
催
し
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先

を
書
い
て　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

１０

１４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
「
Ｂ
Ｓ
カ
ラ
オ

ケ
倶
楽
部
」
公
開
係
（
〒　

－

８
０
０

１５０

１
）
へ
。

※
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

□問
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン

ト
事
業
部
11　

・
３
４
６
４
・
０
２
０

０３

０

　

津
軽
三
味
線
界
に
旋
風
を
巻
き
起
こ

し
た
「
吉
田
兄
弟
」
な
ら
で
は
の
、

息
の
あ
っ
た
三
味
線
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。

２
０
０
５
年
２
月　

日
（
金
）

１８

午
後
６
時　

分
開
演

３０

４
５
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
ご
入
場

い
た
だ
け
ま
す
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１０

１３

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で
町
田
市
民

ホ
ー
ル
（
11
７
２
８
・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で
す
。

町田市民ホール　１０月後半の催し物 □問 町田市民ホール11７２８・４３００

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを
除く）です。①定員になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③１０月
の休館日は１８日です。

問い合せ先（11）主　催入場料催　　し　　物時　間期　日

７２７・１９６７山 科 会無　料山科流舞踊発表会１１：００～１７：３０１７日（日）

７９２・９４２０町田市民合唱団

高校生以下
５００円

一　般
１０００円

町田市民合唱団
第２４回定期演奏会１５：００～１７：００２３日（土）

７３５・４２３３鶴 秀 会無　料藤川流鶴秀会
舞踊発表会１１：００～未定 ２４日（日）

（お問い合わせ）
０３・３４６４・０２００

ＮＨＫサービスセンター
町田市民ホール申し込み制ＮＨＫ

「ＢＳカラオケ倶楽部」１９：００～未定 ２５日（月）

７２３・５６９６睦 美 会

無　料

歌唱・カラオケの集い

町
田
市
民
文
化
祭

１１：００～１６：００２７日（水）

７２９・２５４０舞 踊 連 合 会フラダンスの集い１１：００～１６：００２８日（木）

７２９・２５４０舞 踊 連 合 会舞 踊 の 集 い１１：００～１７：００２９日（金）

０４４・９１１・３３２１琴 望 会大 正 琴 演 奏 会１１：００～１６：００
３０日（土）

７３２・９３７８楽 友 協 会秋 の コ ン サ ー ト１９：００～２０：３０

７９１・０３００民 謡 協 会民 謡 大 会１０：００～１７：３０
３１日（日）

７９５・０３５１ベルカント合唱団合 唱 コ ン サ ー ト１８：３０～２０：３０

【
宮
川
哲
夫
没
後　

周
年
、
記
念
ポ

３０

ス
ト
カ
ー
ド
、
記
念
Ｃ
Ｄ
の
販
売
の

ご
案
内
】

・
「
宮
川
哲
夫
記
念
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
」

　

宮
川
哲
夫
の
作
詞
「
公
園
の
手
品

師
」
「
羽
田
発
７
時　

分
」
な
ど
の

５０

自
筆
歌
稿
の
４
枚
組
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
（
私
製
）
２
０
０
円
（
税
込
）
で

す
。

・
「
宮
川
哲
夫
記
念
Ｃ
Ｄ
」

　

宮
川
哲
夫
の
ご
家
族
が
選
曲
し
た

「
宮
川
哲
夫
記
念
Ｃ
Ｄ
」
で
「
公
園

の
手
品
師
」
「
夜
霧
の
第
二
国
道
」

な
ど　

曲
を
収
録
し
た
２
枚
組
Ｃ
Ｄ

４７

３
０
０
０
円
で
す
。

　

市
民
ホ
ー
ル
で
発
売
中
で
す
。

竹

細

工

教

室

　

忠
生
公
園

の
竹
を
使
っ

て
、
遊
び
道

具
や
生
活
用

品
な
ど
を
作

り
ま
す
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方
（
低
学
年

は
保
護
者
同
伴
）

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１０

２４

〜
正
午
（
雨
天
実
施
）

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２５

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１０

２３

で
忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
（
11
７
９
２

・
１
３
２
６
）
へ
。

忠
生
公
園

タヌキマメ
（H１６．９．２０鶴川にて撮影）

○
申
し
込
み　

電
話
で
住
宅
課
（
11
７

２
４
・
１
１
３
０
）
へ
。

月月

日日（（
月月
））〜〜

日日（（
日日
））はは
行行
政政
相相
談談
週週
間間

１１００

１１８８

２２４４
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下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
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使
用
で
き
る
文
字
が

増

え

ま

し

た

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
の
名
に

最優秀賞の花壇


